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HLW 顆粒体の貯蔵時における化学的安定性を評価するため、顆粒体主成分である NaNO3の γ線による放射

線分解およびキャニスタの内面腐食についての短時間試験を実施した。その結果、50年間の貯蔵期間にわ

たる水素発生や腐食は小さいと考えられるが、NOx発生については対応策が必要となる可能性がある。 
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1. 緒言 

HLW 顆粒体の貯蔵は、現行ガラス固化体貯蔵設備を共用し、細径となるが同じキャニスタ材を使用する

ことを考えており、長期貯蔵時の化学的成立性確認のためには、顆粒体の化学安定性とキャニスタ内面腐

食を確認する必要がある。しかし、高放射線影響下での HLW 顆粒体の変化、及び HLW 顆粒体によるキャ

ニスタ材腐食に関しては参考となるデータが全く存在しない。今回、顆粒体主成分である NaNO3の放射線

分解及びキャニスタ内面腐食についての短時間試験を行い、初期的なデータを得たので報告する。 

2. 硝酸塩のガンマ線照射による放射線分解 

HLW顆粒体は酸化物と硝酸塩の混合体であり、放射線分解によりNOxや水素のガス発生が想定される。

顆粒体主成分である NaNO3の粉末試薬について、阪大産研・コバルト照射施設（Rabbit11、167.7 TBq）に

おいて 170 kGyまでの照射を行い、照射後のバイアル瓶（試料：NaNO3, 10 g）の気相部（17 ml）を、ガス

クロマトグラフ装置（水素検出）、および微量濃度ガス分析装置（NOx検出）で測定した。この結果、水素

は 3.0×10
-9

 mol、NOxは 3.5×10
-6

 mol （NO：6.1×10
-7

 mol、NO2：2.8×10
-6

 mol）であった。50年間を考えて

いる貯蔵期間にわたる HLW 顆粒体への積算線量は~8 GGyと想定され、得られた結果を直線的に外挿する

と、50年間の総発生量は、水素は～10
-4

 mol と小さな値となったが、NOxについては 3桁大きかった。直

線近似は過大評価である可能性が高く、今後更なる高線量照射によるメカニズム解明を実施していく方針

であるが、NOx分解量低減のための対応策が必要となる可能性がある。 

3. キャニスタ材（SUS304L）の内面腐食加速試験 

HLW 顆粒体の主成分である NaNO3による SUS304L 鋼の腐食挙

動について 600℃で最長 11.5日間の加速試験を行った。その結果、

腐食層は Fe、Crの酸化物等から構成される酸化膜であることを確

認し、溶融塩と接触する場合でも通常の酸化と同様の挙動を示す

ことが分った。図 1 に酸化膜の成長曲線を示す。成長曲線は、低

分圧酸素による酸化挙動に類似した小さなものであり、今後、保

管温度での長時間試験等を実施して確認して行く必要があるが、

50 年間の腐食量も小さいと考えられる。 

4. 今後の予定 

HLW 顆粒体の放射線分解及び腐食メカニズムの解明を通して、50 年

間を考えている貯蔵期間にわたる化学的安定性の評価を進めて行く。 

本報告は、特別会計に関する法律（エネルギー対策特別会計）に基づく文部科学省からの受託事業として、日本核燃料開発株式会社

が実施した平成 28年度及び平成 29年度「MA分離変換技術の有効性向上のための柔軟な廃棄物管理法の実用化開発」の成果です。 
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図 1 SUS304L の表面に生成し

た酸化膜の成長曲線 
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